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鳥
海
ダ
ム
の
早
期
着
手
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
級
河
川
子
吉
川
の
改
修
事
業
は
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
整
備
水
準
は
未
だ
低
く
、
毎
年
の
よ
う
に

多
発
す
る
融
雪
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
、
市
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

夏
期
に
お
い
て
は
、
貯
水
施
設
を
有
し
な
い
子
吉
川
で
は
、
流
域
に
お
け
る
水
田
の
水
不
足
へ
の
不
安
や
、
河
川
の
利
用
及

び
動
植
物
の
棲
息
環
境
が
著
し
く
悪
化
す
る
渇
水
状
況
が
連
年
発
生
し
て
お
り
、
加
え
て
、
上
水
道
へ
の
揚
水
不
安
や
農
業
揚

水
施
設
付
近
ま
で
の
塩
水
遡
上
に
よ
る
稲
作
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
由
利
本
荘
市
の
市
民
生
活
と
産
業
活
動
を
支
え
る
水
道
水
源
は
、
周
辺
に
降
っ
た
雨
だ
け
が
た
よ
り
の
非
常
に
不
安

定
な
水
源
で
あ
り
、
昨
年
の
渇
水
の
際
に
は
貯
水
量
が
激
減
し
、
貯
水
率
が
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
低
下
し
、
市
民
生
活
や

産
業
活
動
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
も
発
生
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
活
水
準
の
向
上
や
産
業
の
高
度
化
、
企
業
誘
致
等
に
よ
る
新
た
な
水
需
要
へ
の
対
応
の
た
め
、
由
利
本
荘
市
の

水
道
事
業
で
は
新
規
水
源
の
確
保
に
つ
い
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
が
、
新
規
水
源
開
発
は
困
難
を
来
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

安
定
水
量
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
課
題
の
抜
本
的
解
決
策
と
し
て
、
子
吉
川
の
洪
水
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
治
水
対
策
と
水
資
源
の
安
定
確

一



保
を
目
指
す
「
多
目
的
ダ
ム
」
の
建
設
が
、
地
域
住
民
の
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
海
ダ
ム
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
に
発
足
し
た
市
民
団
体
「
鳥
海
ダ
ム
の
建
設
を
促
進
す
る
市
民
の
会
」

に
よ
る
署
名
が
、
昨
年
で
五
一
、
一
六
七
名
に
達
し
て
お
り
、
同
会
で
は
、
国
・
県
関
係
機
関
、
市
並
び
に
市
議
会
に
対
し
ダ

ム
建
設
促
進
の
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
水
没
予
定
地
の
地

権
者
も
全
世
帯
が
一
致
協
力
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

加
え
て
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日
の
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
住
家
、
農
地
等
へ
の
被
害
が
発
生
し
、
「
ダ
ム
に
よ
る

治
水
」
が
切
望
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
が

再
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で
も
ダ
ム
に
よ
る
水
力
発
電
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
今
後
の
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
検
討
の
場
」
に
お
け
る
検
証
作
業
に
着
手
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
去
る
六
月
七
日
開
催
さ
れ
た
「
鳥
海
ダ
ム

第
四
回

検
討
の
場
」
に
お
い
て
、
「
鳥
海
ダ
ム
建
設
が
最

も
有
利
」
と
の
結
論
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
こ
の
「
検
討
の
場
」
の
結
論
を
尊
重
し
、
係
る
手
続
き
を
速
や
か
に
終
了
さ
れ
、
沿
川
住
民
の
安
全
で
安
心
な

も
も
や
け

生
活
の
確
保
、
地
域
産
業
の
活
力
あ
る
発
展
、
加
え
て
ダ
ム
建
設
予
定
地
で
あ
る
百
宅
地
区
住
民
の
生
活
安
定
の
た
め
、
さ
ら

二



に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
の
た
め
の
水
力
発
電
設
備
を
備
え
た
『
鳥
海
ダ
ム
』
が
一
日
も
早
く
建
設
着
手
さ
れ
、
完
成
す

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
第
四
回
鳥
海
ダ
ム
に
関
す
る
検
討
の
場
」
の
結
論
を
受
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
具

体
的
な
手
順
を
含
め
た
国
土
交
通
省
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

地
権
者
の
高
齢
化
が
著
し
く
、
状
況
に
よ
っ
て
は
用
地
交
渉
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
可
及
的
す
み
や

か
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
用
地
買
収
を
地
元
地
方
自
治
体
が
国
に
代
わ
っ
て
先
行
取
得
し
、
建
設
事
業
の
着
手
を
早

め
る
方
策
を
講
ず
る
な
ど
、
早
期
完
成
に
向
け
た
国
土
交
通
省
の
見
解
を
伺
う
。

三

ダ
ム
事
業
を
推
進
す
る
場
合
の
一
般
的
な
手
順
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
国
土
交
通
省
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


